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1は じめに
英語 は世界 中で,特 にビジネスの世界で,共 通語(linguafranca)と してその地位 を確 固たる もの にし
つつある。 日本 で も,こ の"linguafranca"と しての英語学習 の必要性が叫ばれている。 テレビでは英会
話スクールの コマー シャルが繰 り返 し流 され,新 聞には さまざまな英語学習法が全紙大で広告 されている。
書店に行 けば英語 に関す る書籍が所狭 しと並べ られている。数年前には,公 用語 としての英語の是非が ジ
ャーナ リズ ムで も大 きく取 り上 げ られ た。論争 の背景 には,故 小淵首相の要請 を受 けた 「21世紀 日本の
構想」懇談会 の 「第二公用語 には しないまで も第二の実用語 の地位 を与 えて,日 常的 に併用すべ きで あ
る」1)とい う英語 に関す る答 申が あった。 こう した官民挙 げての英語へ の熱 い想 いに対 し,日 本 人の英語
でのコ ミュニケー ション能力 は上達 しているのであろ うか。
本稿では,ま ず我 々 日本人の英語でのコ ミュニケーシ ョン能力の現状 を,次 に日本語 と英語 におけるコ
ミュニケーシ ョンスタイルを比較 しなが ら,我 々の能力向上 を阻む問題点を考察 してい く。そ して具体例
を用いて,よ りよいコ ミュニケーシ ョン能力 を習得する方策を探 ってい く。
II国 際比較 に見 る日本人の英語での コミュニケーシ ョン能力 の現状
口頭であろ うと書面であろうと,人 と人 とがコ ミュニケーシ ョンを図 るのは,そ の状況 互いの立場な
どさまざまなケ0ス が考え られる。従 って コミュニケー シ ョン能力を測 る指標 を探すのはなか なか難 しい。
しか し,リ スニ ングテス トや筆記 テス トを通 して英語の4技 能の習熟度 を測 る方法 は,以 前か らしか もか
な り広 範 囲 の 地 域 で 試 さ れ て い る。1979年 に 日本 で 開 発 さ れ たTOEIC(TestofEnglishfor
InternationalCommunication)は,約60力 国で実施 され,年 間約450万 人が受験 している2>。次頁 の表1
は企業や学校の団体受験者 を対象 としたIP(InstitutionalProgram)テ ス トの国際比較 である。
最高ス コアが990で あるこのテス ト結果 を見 ると,他 のアジア諸国 と比較 して も日本人受験者のスコア
ははなはだ不満足 な もの となってい る。
TOEICは 英語 によるコミュニケー シ ョン能力 を測 る一般的 なテス トだが,ア メ リカの大学へ の入学資
格 の要 件 とな って い て世 界 規 模 で 実 施 され て い る テス トにTQEFL(TestofEnglishasaForeign
Language)が ある。次頁の表2は,地 域別国別に分 けたス コア比較表 か ら,筆 者 がア ジア地 区で受験 者
数が500名 を超える国 を選 び作成 した ものである。 このテス トでの最高ス コアは677だ が,こ こで も日本
人の英語 での コミュニケーシ ョン能力 はあ まりよい とはいえない。









リー デ ィ ング
平均 ス コア
トー タル
平 均 ス コア
ヨ ー ロ ツ パ 120,965 346 327 673
ア フ リ カ 7,U38 346 289 635
北 米 26,072 338 28fi 625
中南米
..
..1 318 279 597
韓 国 305,637 283 254 537
アジア 98,738 282 236 519
日 本 1,502,235 251 200 451


















67,085 54 58 56 559
India 512 58 59 57 578
Japan 3,910 50 50 49 495
Korea(ROK) 865 56 54 53 545
Myanmar 964 51 53 51 518
SriLanka 1,151 56 54 54 546
Thailand 532 49 49 51 497
Vietnam 3,875 50 56 54 534
TOEFLTestandScoreDataSummary2004-05よ り作 成
III諸 外国か ら見た 日本人のコ ミュニケーシ ョンスタイルの特質
IIの 国際的なテス トデー タか ら見 ても,我 々日本人 は"linguafranca"と しての英語での コミュニケー
シ ョン能力には,大 いに改善の余地があるようである。で は我 々のコ ミュニケー ションの相手である諸外
国の人々は,日 本人の コ ミュニケーシ ョンス タイルをどの ように捉 えているのであろうか。 日本お よび日
本人 の特 質 を語 る上 で,も はや 「古 典」 とも称 されるの はRuthBenedictのTheChrysanthe〃iumand
theSword3)で ある。Benedictは 同書 で,そ の行 動様式 に始 まり 「恩」「義理」 とい った観念か ら 「恥」
の文化 に至るまで,我 々日本人の特質を鋭 く分析 している。 しか しここで分析 された日本人 は,あ くまで
対戦国の国民 とい うアメリカの戦時研究の対象 としてであった。従 って残念 なが らコミュニケーションを
図る上での特質 な り問題点 に関 しては,ほ とん ど言及 されていない。
その後グローバ ル化が進み,日 本 も経済大 国 として国際社会 において重要な地位 を占め るようになると,
ビジネスパー トナー としての 日本 人の特質が研究対象 となってきた4)。中には 日本人 とビジネスをす る上
での具体 的ア ドバ イス に,全 ページを費やす書籍 も出版 されるようになった5)。
3)Benedict,R.,TheChrysanthemumandtheSword,Tokyo,CharlesE.Tuttle,1954.
4)Trompenaars,FonsandC.Hampden-Turner,RidingtheWavesofCulture,2°ded.,NewYork,McGraw-Hill,1998.Hofstede,G.,
CulturesandOrganizationsSoftwareoftheMind,Reviseded.,NewYork,McGrawHill,1996.な ど が あ る 。
5)Brannen,C.,Goingto/spanonBusiness,California,StoneBridgePress,1991.な ど 。
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20年 以 上 にわ た り日本 人 とビ ジネ ス を行 って きたDianaRowlandは そ の著書 で,日 本 人 の コ ミュニ ケ













こ こで彼 女が 日本 語 の こ とわ ざ と して取 り上 げ た"Sayone,understandten."と は,「 一 を聞 い て十 を知
る」 の こ と と思 わ れ る。論 語 に 由 来す る この こ とわ ざは,本 来 「才 知 にす ぐれ,非 常 に 賢 い こ との た と
え」7)と して用 い られ る もの であ り,一 つ の ポ イ ン トを 聞い た らそ の背 後 にあ る残 りの九 つ を理解 す る の
は 聞 き手 の責 任 で あ る とい う彼 女 の主張 を端 的 に表 す こ とわ ざで は ない 。 しか しこ とわ ざに続 く説 明 部分
は,"explicit"な コ ミ ュニ ケ ー シ ョンス タイ ル と対 極 にあ る"implicit"な 日本 人 の コ ミュニ ケー シ ョン
ス タイ ルの特 徴 を,分 か りや す く表 してい る。
こ とわ ざに は風 刺 の 意味 も込 め て,さ ま ざ まな文化 や 民族 の 特 質が 短 くま とめ られ てい る ものが 多 い。
International-BusinessCommunication$)で は,こ の こ とわ ざ を対 比 す る こ とで コ ミュニ ケ ー シ ョンス タ






「沈 黙 は金 」 「静 か な川 は流 れ が深 い」 「一 を 聞 い てい て 十 を知 る」(こ こで も前 出 のRowlandと 同様 に
解 釈 され てい る)「 能 あ る鷹 は爪 を隠 す」。 こ れ らの こ とわ ざ を通 して見 えて くる の は,多 くを語 らない と
い う 日本 人の コ ミュニ ケ ー シ ョンス タイ ルで あ る。著 者 は 日本 人 の言 語 ス タイ ルの特 徴 の一 つ を,"They
preferasfewwordsaspossible."1。 〉と ま とめ て い る。
6)Rowland,D.,ノcapaneseBusinessEtiquette,NewYork,WarnerBooks,1993,pp.47-48.
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文 化 人 類 学 者EdwardT.Hallは,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス タ イ ル の 違 い をcontextの 観 点 か ら 捉 え て い
る 。 彼 に よ れ ばcontextと は"theinformationthatsurroundsaneventandisinextricablyboundup
withthemeaningofthatevent"11)の こ と で あ る 。Hallは コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス タ イ ル を"high-context"






gh-context"な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス タ イ ル を 持 つ 人 々 と し てHallが 挙 げ て い る の は,日 本 人,ア ラ
ブ 人,地 中 海 沿 岸 諸 民 族 で あ り,彼 ら に 共 通 す る の は"peoplewhohaveextensiveinformation
networksamongfamily,friends,colleagues,andclients,andwhoareinvolvedinclosepersonal
relationships."13)で あ る 。 従 っ て"formostnormaltransactionsindailylifetheydonotrequire,nor
dotheyexpect,muchin-depthinformation."14)と い う 特 質 を 持 っ て い る 。 一 方"low-context"な コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン ス タ イ ル を 持 つ 人 々 に は ,ア メ リ カ 人,ド イ ッ 人,ス イ ス 人,ス カ ン ジ ナ ビ ア 人 お よ び 北 ヨ
ー 『ロ ッ パ 人 が 含 ま れ る15)






IV日 本 人研 究者 の 目か ら見 た コ ミュ ニケ ー シ ョンス タイ ル
これ まで見 て きた ように西 欧 人特 に アメ リ カ人 か ら見 る と,我 々の コ ミュ ニケ ー シ ョンス タイ ルはか な
り異 な って い る とい わ ざる を得 な い。 で は,日 本 の研 究 者 は ど う見 て い るので あ ろ うか。 日本 語 の特 質 や
日本 人 の言 語 に深 い関 心 を寄 せ た金 田一 晴 彦 は,日 本 人 の コ ミュニ ケ ー シ ョンス タイ ル の特 徴 を 「まず 第
一 に注 意 すべ きは
,話 さな い こ と,書 か ない こ とを よ し とす る精神 が あ る とい うこ とで あ る」17)と述 べ て
い る。 これ はIIIで 述 べ た"Theypreferasfewwordsaspossible ."と い う特徴 と相 通 じる もので あ る。
会 田雄 次 は 日本 語 の特 質 を,言 語 の成 立 過程 か ら次 の よ うに解説 して い る18)。







17)金 田 一 晴 彦 『日 本 人 の 言 語 表 現 』(講 談 社 現 代 新 書),講 談 社,1975,15ペ ー ジ 。
18)会 田 雄 次 『日 本 人 の 意 識 構 造 』(講 談 社 現 代 新 書),講 談 社,1972,104-105ペ ー ジ 。
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殊 な民族 であ る。 この場合狩 とい って も,漁 携ではな く,大 きい獣 を共 同作 業で倒す狩であ る。
ヨーロ ッパ人には,ヨ ーロ ッパ語 の成立期 にこうい う狩が大切 な生業 だった。 とする と,そ うい う
共 同動作 を している人間は互い に,明 確 に意志 を伝達するシグナルを交換 しなければな らぬ。それが
不正確 で曖昧な ものだった ら,作 業 はうまく行かない し,危 険で もある。発生 によるシグナル,つ ま
り言葉 は明確 な対象 限定,正 確 な意思表示 を持つ もの となる。
しか し,拾 集や純粋農耕 の共同動作の世界ではそんな必要はない。 ここで生 まれた言葉は,い たわ
りや,ね ぎらい,励 ま し,同 情 といった狩 には不必要で有害な,情 意の交換用の もの となる。
日本語が感情の伝達では大変複雑微妙 な点 まで も表現で きるようになっていなが ら,意 思 の正確 な
交換 には案外不適当だというのは,こ の ような ところに原因が あるので はなかろうか。
会 田によれば感情の伝達が中心 となった 日本語で,意 思 を伝 達す るために取 られた方策が 「察す る」 とい
う行為つ まり 「察 し」である19)。はっ きり言葉 に表 さな くて もそれ と 「察す る」 という古来 よ り採 られて
きたス タイルは,日 本語 における意思伝達の手段 としては十分機能 して きた と思 われる。 しか しこの 「察
し」 こそ,欧 米人の 目には"implicit"で"high-context"な コ ミュニケーシ ョンス タイル と映 るのであろ
う。
V分 か りやす い英語を書 くには?
英語 と比較対照す ることで日本語の特質 を考 えるという研究 は,こ れ まで多 くの研究者 によってなされ
て きた。構文法の違 いや思考様式の違 いなどさまざまな角度か ら,英 語 と日本語の特質 を比べて英語上達
の道を提 言す る書籍 も多い20)。筆者 は前章 までで 日本人の コミュニケーシ ョンスタイルを,欧 米人のそれ
と対比 しなが ら検討 して きた。 この章 では,こ のス タイルの違いが英語 で文章 を書 いた り話 した りす る際
に どの ような障害 になっているのかを,具 体例 を挙 げて検討 してい く。取 り上げた例 は,他 大学 を含め筆
者が担当 して きた作文/ラ イティングのクラス受講者 によって書かれた ものである。いずれの例 に も共通
す るのは,英 文 を書 く際まず 日本語 で考 えてそれを英訳する とい うプロセスをとるため,出 来上が った英
文が意図 した通 りには伝 わ らない点である。なお問題点 を明確 にするため,時 制な どの基本的な文法的誤
りは正 してあ る。 また問題 となる箇所 には下線 を施 してある。
例111uayedwithmyfriends.
夏休みの感想文 などに必ず といってよいほ ど登場す る文章である。 この文章 を書いたのが子供 な らこの
英 文は問題 ない。playは 「〈子供 ・動物が〉遊 ぶ」21)の意味で用い られ るか らであ る。 しか し大人 の書 く
文章 と してはどうであろうか。学生 たちは 「友達 と遊 んだ」 と聞 くと即座 に,「 お しゃべ りをした」 「一緒
に外 出 した」 「一緒 にゲームを した」 な ど,友 達 と一緒に楽 しんだ さまざまなことが思 い浮かぶ と答 えて
いる。つ ま り日本語の 「友達 と遊ぶ」には友達 と一緒 に行 な うさまざまな 「行為」 とそれ に伴 う 「楽 し
さ」が含有 されてい る。従ってあえて 「楽 しか った」 と書か な くて も,そ れ と 「察す る」 ことがで きるの
である。 しか し彼 らの思いはこの文章ではネイティブス ピーカーには伝 わ らない。 ネイティブス ピー カー
な ら先 の英文は次の ように表現する22)。
19)同 上書,98-101ペ ー ジ。
20)安 藤貞雄 「英語 の論理 ・日本語 の論理』,大 修館書 店,1986。 池上嘉 彦 『「す る」 と 「なる」 の言 語学』,大 修館書 店,1981。 荒木博
之 『日本語 が見 える と英語 も見 える』,中 央公 論社,1994。 な どがあ る。
21)ジ ーニ アス英和大辞 典,大 修館 書店,2001。





これ も夏 休 み の感想 文 の定 番 で あ る。 しか しこの英 文 で は出 か けた先 は 「海水 」 に な って しま う。英 語
で は出 か けた場 所 は 「海 」 で は な く 「海岸 」 なの で
Iwenttothebeachwithmyfriends./Iwenttotheseasidewithmyfriends.
とす べ きであ る。 しか し我 々に は 「海 」 は 「泳 ぐ」 こ と も 「日光 浴 をす る」 こ ともで きる場 所 で あ り,話




簡 単 だ と思 って い た英語 が実 は 「奥 が深 か っ た」 と言 い た いの だが,英 語 で は 「どの よう に」奥 が 深 い
か の説 明 が必 要 に な る。 ここで は 「自分 が 思 っ てい た以 上 に」 奥 が深 か っ たの で あ る。 また 「奥 が深 い」
はdeepで は な くprofoundを 用 い たほ うが よい。 この英 文 は"Butitisquiteprofound."と すべ きであ る。
例4且etroublessurrounding.
友 人 や知 人 の マ イ ナス となる性 格 を描 写 した部 分 で あ る。 「彼 は周 りに迷惑 をか け る」 とい う発 想 で書
か れ た英 文 だが,日 本 語 で は 「周 り」 とは周 りの 「人 」 と 「環 境 」 の両 方 を意 味す る言葉 であ る。従 って
こ こで は人 の性 格 に言 及 した もの なの で,
Heisalwayscausingtroubletothosearoundhim./Hemakesanuisanceofhimself.
とすべ きで あ る。 しか しも し 「環 境 」 に言 及 した もの な らば
Hedisruptshissurroundings./Hedisturbshissurroundings.
と言 う こ とが で き る。
例5Nowadayswehearalotofnewsaboutdomesticviolence.lthinkpeopleshouldrealizethat
debilitationofthefamilyiswhatcausessomanyoftheproblemstoday.
家 庭 内 暴 力 な ど 今 日 の 多 く の 問 題 の 原 因 は 「家 庭 の 弱 体 化 」 で あ る と い う 主 張 で あ る 。 し か し 英 語 で は
「弱 体 化 」 す る の は 「家 庭 」 で は な く 「家 族 の 絆 」 で あ る 。 ま たdebilitationは 「身 体 的 」 に 弱 る こ と な の
で こ の 部 分 は"theweakeningoffamilyties"と す る ほ う が よ い 。
例6Mostofthevictimsofcaraccidentsarechildrenandelderlypeople.Childrendon'tDavattention.
子 供 たちが 交 通事 故 の犠 牲者 に な る こ とが多 いが,そ の 原 因 は子 供 た ちが 「注 意 しな い」 の では な く交




新 幹 線 で は 喫 煙 す べ き で な い が,「 も し 我 慢 で き な け れ ば 」 出 発 前 に プ ラ ッ トホ ー ム で 吸 え ば よ い と い
う 主 張 で あ る 。 し か し こ こ で は 何 が 我 慢 で き な い の か が 抜 け て い る 。 英 語 で は
iftheycannotrefrainfromsmoking/iftheyfinditunbearablenottosmoke
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一31一
な どと具体的に我慢 で きないことを述べな くてはな らない。
例81thinkthatcooperationintheregionbecomesmorenecessarytoreducecrimes
aimedatchildren.AndIthinkthatitisalsoimportantthatparentsalwayswarntheirchildren.
最近 の 子供 を狙 った犯 罪 の問 題 点 に言及 した 文章 で あ る。 第一 点 が 「地域 の協力 」 の部分 で あ る。 日本
語 で 「地 域」 は 「そ こに暮 らす 人 々」 と 「土 地 そ の もの」 が 一体 とな っ た言 葉 で あ る。 しか し英 語 で はそ
れが どち らな のか を明確 に区別 す る必 要が あ る。 この文 脈 で は 「地域 の人h」 の こ とな の で"cooperation
inthelocalcommunity"と しな くて は な らない。 次 に子供 た ち に必 要 な の は単 な る 「注 意 」 で は な く,




と犯 罪 の危 険 性 に言及 して もよい。
以上見て きたように,正 しい英文 を書 くには英語の個々の単語が持つ意味 をしっか り把握す る必要があ
る。 同時 に日本語で表そ うとい う文章の意味を,も う一度見直す ことも必要である。英語 でははっ きりと
した説明が求め られる。相手は 「察 して」は くれ ないのである。 まず は日本語で書いてそれを英語 に置 き
換 えてい くとい うプロセスか ら徐 々に脱却 し,日 本語 を補助的手段 としてなるべ く英語で考 える。そ して
自分の書いた英文が明確 に自分の意思 を相手 に伝 えられるかを検討す る。 こうした訓練 を繰 り返す ことに
よ り,英 文を書 く際に"high-context"な コ ミュニケー ションス タイルか ら"low-context"な コミュニケ
ー ションスタイルへ と変わることができるのであ る。 この訓練は また,自 分の意見 を口頭で伝 える英語で
のプ レゼ ンテー ションやネゴシエー ションに も役立つ はずである。
VI終 わ りに
ボーダレス といわれ る現代の ビジネスにおいて,英 語で コミュニケー ションを図る機会 はます ます増大
している。Eメ ールに よる情報交換 はすでに一般化 し,英 文 を書 く能力は今 まで以上 に求め られている。
こうした時代 にあって,将 来の ビジネスパー トナー を戸惑わせ るような英文ではな く,理 解 して もらえる
しか も自分の意思 を十分伝 えられるような英文 を書けるよう学生 を指導 してい くことが,教 育現場 でビジ
ネス英語 に携 わるものの役 目だ と考 えている。
